
令和７年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 盛岡市立仙北小学校 

２ 実 践 名 仙北６０プラスチャレンジ 

３ 実施対象者 仙北小学校全校児童 

４ 目 標  各担当が連携して、児童のよりよい食習慣、運動習慣、生活習慣の形成を図る。 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（①・②） 

〇各担当者を同一の分掌に配置し、分掌部会（月１回）で検討を重ねる。 
〇給食と教科学習の連携を図るため、年間計画を月単位で整理し、分掌部会での検討を経て職
員会議で教職員全体に周知。担任は、各教科で食育の視点を意識した授業を展開する。【資
料１】【資料２】 

〇年間を通じて学校全体で取り組むチャレンジカードにより啓発活動を行う。 

イ 
（③・④） 

〇ＰＤＣＡサイクルを意識した継続的な給食指導の実施【資料４】 
〇食習慣、運動習慣、生活習慣の担当者が所属する各委員会で「６０（ロクマル）プラスプロ
ジェクト」に関わる取組を主体的に考え、実施する。【資料３】 

（１）給食委員会による先人ゆかり給食の指導資料作成、ポスター作成、盛岡市食材を使った
加工品の開発 

（２）体育委員会による仙小チャレンジタイムの「走」「鉄棒」「縄跳び」に関する運動の継続
的な推進 

（３）保健委員会による６０（ロクマル）プラスプロジェクトについて、児童全体への説明と
取り組みへのアドバイス 

   学校歯科医による歯科指導 
〇学校保健委員会の場で、保護者や学校医に実践を報告し、学校医から助言をいただく。 

ウ 
（⑤） 

〇盛岡市食材の認知度向上 
（アロニア認知度指導前０％→指導後 49.0％、りんご認知度 36.5％→指導後 70.9％） 
〇給食残菜の低下（R7.5月平均16.1kg（5.04％）→R7.10月平均12.1kg（2.83％） 
〇休み時間等の運動習慣の実施についての肯定的回答が８割以上 
〇肥満度は昨年度に比べて0.7ポイント減少 
〇歯磨きの効果と正しい磨き方の理解と意識の向上【資料５】 

６ 成   果 

・食習慣、運動習慣、生活習慣について、各担当が情報を共有しながら取組をすすめること 
ができた。栄養教諭が全学級に１単位時間食育の指導に入ることや給食時間に複数回食の
話をすることで、盛岡市の食材を使った給食について理解を深めたり、食べることの大切
さや楽しみを改めて実感したりすることができた。さらに、給食委員会の児童も先人給食
について主体的に調べ、資料にまとめ、先人ゆかり給食で招いた来賓に説明するなど食に
対する関心が高まった。 

・仙小チャレンジタイムを年間３期計画・実施することで、意欲的に運動に取り組むことが
できた。日常的に外遊びをする児童は多いが、ラダーや鉄棒、縄跳びなど様々な動きを経
験させることで、運動することの楽しさも同時に味わうことができた。 

・歯科指導は、自分の歯磨きの傾向を知るとともに、正しい歯磨きの仕方を知識として獲得
したり、歯磨きの大切さに気づいたりすることができた。 

・６０プラスチャレンジカードを使用して家庭の協力を仰ぎながら、３つの習慣が連携して
心身の健康が保持することを啓発することができた。 

・今後も、知識を増やして自分自身の体に目を向け、主体的に食習慣、運動習慣、生活習慣
を改善していく児童の姿が増えていくことが期待できる。 

７ 課 題 

・食についての知識を高め、食べることの大切さに気付いた児童が、自分の体格や体力に応
じた食事量についてさらに意識を高めていきたい。そのことにより、児童自身の健康増進
につながり、残菜を減らすことにもなる。 

・児童数に対する校庭の面積が大きくないことから、児童の運動習慣を保障するための割当
や運動の種目の工夫など今後検討していきたい。 

・生活習慣は、取り組む範囲が大きいので、数年の計画を立てながら、生活習慣病予防につ
ながる取組を考えていきたい。 

８ 今後の予定 
・６０プラスチャレンジカードを長期休業前に各家庭に配付をして実践する。（３回目） 
・冬季休業中の歯ッピー大作戦 

 



【資料１】 

〈保健部全体の計画〉                                    〈学校保健年間計画に位置付け〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈体力向上計画〉                                       〈体力向上年間計画に位置付け〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資料２】 

・食育一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・栄養教諭が作成プリントを参考に「給食時間」や「授業時間」に「食」の話題を広げていく。 

 

 

 

 

 

 

 



【資料３】児童会活動 

体育委員会：「仙小チャレンジタイム」と称して休み時間に「走」「鉄棒」「縄跳び」に関する運動活動の運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保健委員会：６０プラスプロジェクトについて児童集会で説明、アドバイスを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食委員会 ： 先人ゆかり給食の指導資料作成、ポスターの作成、盛岡市食材をつかった加工品の開発  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【項目④の資料】 

 

 

 

 

 

 縄跳びの場合は、体育委

員会や教職員が技を確認す

る。学年に応じた技をクリ

アーすることを目指してチ

ャレンジする。 



【資料４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食に関する指導計画を作成 （学習内容にあわせテーマを設定） 

・学年別に指導目標、内容、評価方法を明確化 

・全職員で情報共有を行う （分掌部会、職員会議で提案） 

・給食時間に７～１０分程度の給食指導を実施する。（紙媒体もしくはパワーポイント） 

・事後指導プリントにより、児童の理解度を把握する。 

低学年・中学年はプリントで実施 高学年はロイロ、Formsを活用 

・アンケート結果を分析し、時間の給食指導の導入部分に反映する。 

 

 

 

 

 

・児童の理解度を踏まえ、次の給食指導内容に反映する。 

・学級担任と給食時間の観察記録（児童の反応、発言、食事の様子）を共有する。 

Plan 

Do 

Check 

Act 



【資料５】 

 ４年生と１年生の学校歯科医による歯科保健指導の感想（一部抜粋） 

 
４年生・歯科保健指導 ７月１日（火）岡田歯科医院の中野先生に歯科指導をしていただきました。 

【児童の感想より】 

・教わった歯のみがき方を夜にやってみました。力を入れすぎ 

ない方が歯の汚れが落ちていることに気づきました。 

・きれいに歯を磨くコツや歯ブラシを買い替えるのにいい時な 

どを知ることができました。また、健康な歯や歯ぐきとそうでは 

ないものの違いが分かりました。 

・汚れがたまりやすい所は歯と歯の間だと分かりました。 

１年生・歯科保健指導１１月１４日（木）松嶋歯科医院の先生方に歯科指導をしていただきました。 

 【児童の感想より】 

・今日は歯みがきの仕方を教えてくれてありがとうございます。歯のすきまもちゃんとていねいにみがきます。 

・歯みがきを教えてくれてありがとうございます。優しくみがくことがわかりました。また来てください。 

・今日の歯のお勉強で、歯みがきをすることが大切だと思いました。ピンクの薬を使ってみてよかったです。 

・ピンクの薬を使ってみて、六さいきゅうしのところが赤くなっていました。これからも歯みがきを続けたいと思 

いました。 

・歯ブラシはえんぴつの持ち方で持つことがわかりました。ピンクの薬を使ってみて赤いところがなかったの 

で、これからもていねいにみがきたいです。 

・お家でみがき方がまちがっていたけど、教えてもらってみがき方がよくわかってよかったです。 

・ちゃんと歯みがきをしたのにまだ落ちてなかったです。びっくりしました。もっと上手くなりたいです。大人よ 

りも上手くなりたいです。 
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